
 

 

 

 

 

 

 

令和７年第４回（１２月） 

粕 屋 町 議 会 定 例 会 
 

質問順一覧表  

質 問 順 議   員   氏   名 

１ 堀 本 高 良 

２ 川 崎 尚 子 

３ 福 永 善 之 

４ 本 田 芳 枝 

５ 牟田口 直 輝 

６ 川 口   晃   

７ 宮 﨑 広 子 

８ 案 浦 兼 敏 

９ 田 川 正 治 

１０ 山 𦚰 秀 隆 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．１   質問者 １番   堀 本 高 良 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

こどもの居場所づくり 

について 

 

 

 

 

 

 

老人はり・きゅう費助 

成事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校武道場の設備に 

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワンヘルスについて 

 

 

 

 

 

 

町の人口は令和５年度以降、減少傾向であり０～14歳人口 

は転出超過となっている。 

こどもの居場所づくりとして、学童保育や寺子屋事業など 

を行われていると思うが、それに加えて各公民館の利活用を 

すべきと考えるが、町の見解は。 

 

 

 

（１）本事業では粕屋町に居住する満65歳以上の方が対象で 

あるが、全ての町民や国保加入者などに対象者を拡充す 

ることの検討は。 

 

（２）本年９月に行われた令和６年度決算特別委員会にて 

「利用証交付枚数を今後増やしていきたい」と答弁があ 

ったが、これは予算の拡充か、助成費用の見直しか、町 

長の考えを問う。 

 

（３）本条例の第５条に掲げる内容は、筋肉痛が対象となっ 

ているなど適切でなく、改正すべきと考えるが、町長の 

見解を問う。 

 

 

 

（１）本年９月に行われた令和６年度決算特別委員会にて町 

内中学校２校における武道場の空調設備について「設置 

を検討する」とあったが、進捗状況は。 

 

（２）粕屋中学校武道場の改修工事に伴い、もともと埋め込 

  み式であった畳が、床に直接敷く状態に改修されたが、 

安全管理上の問題はないのか。 

 

 

 

（１）本年３月17日にワンヘルス推進宣言を行ったが、これ 

までに実施した町の取組はあるのか。また、今後、実施 

予定の取組はあるか。 

 

（２）ワンヘルス推進行動計画はあるのか。また、今後、策 

  定を検討しているか。 

 

（３）小中学校のワンヘルス教育の現状と今後の方針を問 

う。 

 

（４）駕与丁公園をワンヘルス啓発施設として登録申請を行 

い、県の補助金事業を活用する考えはあるのか。 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 



質問順 ＮＯ．２  質問者 ３番  川 崎 尚 子 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

支援が必要な子どもと 

保護者が安心して相談 

できる体制構築につい 

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）近年、乳幼児療育事業の効果もあり、児童発達支援・放 

  課後等デイサービスなどを利用するための、障がい児の計 

画相談利用者数が、町の見込みを大きく上回って推移して 

いる。この状況を踏まえ、町として現在の計画相談体制を 

どのように評価・認識しているか。また、こうした利用増 

に対応するための今後の方向性は。 

 

（２）通所受給者証発行における相談体制と情報連携について 

①保護者が事業所の相談員不足により相談先を確保でき 

ず、支援開始が遅れている事例が多数ある。この現状を 

認識しているか。また、改善策をどう考えているか。 

②サービスを利用するに当たって、町の管轄する療育支 

援は「こども家庭センター」、民間が管轄する放課後等 

デイサービスは「福祉課」と、所管課が分かれることに 

より、同じ説明や手続きが複数回必要となる現状があ 

る。窓口の一元化や、マイナンバーカード等を活用した 

情報連携等の改善策を検討しているか。 

 

（３）相談窓口の専門性と情報提供体制について 

①放課後等デイサービスなどの事業所について、役場が 

最新情報や受入れ状況を把握し、紹介できる体制を整え 

る考えはあるか。 

②職員の異動等により、福祉制度全体を説明できない担 

当者もいる。住民にとって、「ここに相談すれば制度の 

流れが分かる」という入口となる体制整備の考えはある 

か。 

 

（４）第６期粕屋町障がい者計画、第７期粕屋町障がい福祉計 

画、第３期粕屋町障がい児福祉計画では、相談体制の強化 

や基幹相談支援センターの必要性について検討が示されて 

おり、国も設置の努力義務を自治体に課している。 

町として、現状の体制を計画に沿うものと認識している 

のか。 

また、国の方針も踏まえ、今後どのように相談機能の強 

化を進めるのか。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ. ３   質問者 ８番   福 永 善 之 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

ガソリン税の旧暫定税 

率廃止について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物価高対策について 

 

 

 

 

 

 

 

11月５日の与野党６党による会談によれば、燃料課税の 

旧暫定税率について、 

ガソリン税は、2025年12月31日に、 

軽油引取税は、2026年４月１日に、 

それぞれ廃止することで正式合意したとある。 

ガソリン税に関連すれば、国より町に対し、地方揮発油 

譲与税と言う名目で交付措置がなされている。 

 直近３か年の交付額は、 

・2022年度 ➡ 24,660,000円 

・2023年度 ➡ 25,142,000円 

・2024年度 ➡ 24,737,000円 

である。 

 

（１）ガソリン税の旧暫定税率が廃止された場合の町への 

影響は。 

 

（２）廃止後、町はどう対応していく考えか。 

 

 

 

 

 内閣府が創設した、「物価高騰対応重点支援地方創生臨 

時交付金」（重点支援地方交付金）。  

「エネルギー・食料品価格の物価高騰の影響を受けた生 

活者や事業者の支援を通じた地方創生を図るため」と言う 

名目で令和５年度から始まった。 

今年度町は、この交付金の使途として、６月議会・９月 

議会において議案提案した。 

 

（１）交付金を活用した経緯について、町民のニーズを確 

認したか。 

 

（２）交付金を投下した事業について、費用対効果はどう 

だったのか。 

 

（３）内閣府は、この交付金を活用するに当たり、地方自 

治体に対し、推奨事業メニューを提示するとともに、 

それよりも更に効果があると考えるものについては、 

実施計画に記載して申請可能と明記。今後の町の取組 

は。 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．４  質問者１２番  本 田 芳 枝 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

持続的な公共交通の在 

り方、町の公共交通環 

境をいかした取組につ 

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然に優しく住みよい 

環境のまちづくりにつ 

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童保育事業の今後の 

在り方について 

 

 

 

令和８年３月からの「のるーと粕屋」の本運行に向けて、試 

行運行が９月 29日から実施されています。２か月間の状況と 

今後の在り方について問います。 

 

（１）利用者の反応、運行への問い合わせ、要望などは。 

またアンケート調査などを実施する考えは。 

 

（２）令和８年３月以降の取組で力を入れる箇所は。 

 

 

 

 

令和７年９月決算特別委員会の資料に、自然に優しく住 

みよい環境のまちづくりには、ごみの「減量化」、「リサ 

イクル化」が課題になっているので啓発活動を推進してい 

くとあります。資源ごみ回収に向けての今後の取組を問い 

ます。 

 

（１）資源ごみ袋の特小版（13リットル）が作れないか。 

 

（２）廃食用油の回収についての考えは。 

 

（３）各行政区、組合が管理している回収場所の管理の課 

題は。 

 

（４）ごみの捨て方、リサイクルの仕方はホームページに記載 

はあるが、簡単に調べられるようなアプリの導入の検討 

は。 

 

 

 

 

令和７年６月議会での請願を受けて仲原・中央学童保育 

所拡充の報告が、文教厚生常任委員会でありました。今後 

の待機児解消と学童保育支援員の働き方、保育の質につい 

て問います。 

 

（１）具体的にはどのような拡充なのか。 

 

（２）来春より支援員の雇用について新たな事業所との契 

約が交わされるが、令和５～７年の委託業務において 

改善点はあるか。あるならば、次の業務委託にどのよ 

うに反映されるのか。 

（３）保護者が安心して働けるよう支援することが、町の若い 

家庭の定住率に関して大きく影響があると考えるが、町の 

考えは。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．５  質問者  ２番    牟田口 直輝 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

安全で快適な生活を支 

える交通環境の創造へ 

の取り組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のるーと粕屋が９月29日より実証運行が開始され、11月末 

で福祉巡回バスがサービス終了となる。そこで、地域公共交 

通について問う。 

 

（１）AIオンデマンドバス実証運行の成果と現状の評価を問 

う。 

 

（２）第５次粕屋町総合計画の中で、「高齢社会に備えた、 

公共交通手段の利便性の確保」を課題としているが、第 

６次粕屋町総合計画では、それについて語っていない。 

交通空白地や交通弱者への対策は十分なものになりうる 

のか、今後のさらなる対策は検討しているのか。 

 

（３）電話予約について、十分な体制がとれているのか。現 

在の受付件数、待ち時間、人員体制について問う。 

 

（４）９月からこれまでの蓄積されたデータ（予約件数・利 

用者属性・乗車率・時間帯別需要等）は、どのように反 

映するのか。データ活用体制は具体的にどのような体制 

なのか。 

 

（５）年間運行費、国の補助金の割合、町の負担額について 

問う。利用者１人当たりの行政コストは。福祉巡回バス 

と比較してどの程度差があるのか。 

 

（６）地域交通の広域連携として、現在の近隣他市町との連 

携体制はあるのか。今後、のるーと粕屋の他町への乗り 

入れや、他町からの乗り入れを検討するのか。 

 

（７）将来的に、MaaS（マース：次世代の移動サービスアプ 

リ）を活用して、鉄道、バス、自転車等を統合した移動 

プラットフォームを構築する、又は参加する考えはある 

か。町の見解を問う。 

 

（８） 町が担う地域公共交通の役割を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ. ６   質問者 ９番   川 口  晃           
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

都市と自然が調和し、 

快適に暮らせる活力あ 

るまちについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来を担う子どもたち 

を育むまちづくりにつ 

いて 

 

 

（１）相当前から福岡県に要望していた阿恵橋下流域西側 

の草の伐採と土手の清掃が11月初旬になされたが、そ 

の経緯について問う。 

  

（２）須恵川西側土手の自在王井堰から福岡市に連なる土 

手は来年度からは持続的に伐採されるのか。 

 

（３）「粕屋中」東側・北側の開発計画の中では仲原川に 

流入する水問題について、どのように検討されている 

のか。下流域の扇・四軒屋・吉田・柚須西・志免町別 

府と鏡地域の水害対策についての検討はなされている 

のか。 

 

 

 

 

（１）日本の教員の勤務時間は世界最長と言われている 

が、粕屋町においては「勤務時間の短縮」について大 

きな努力を払われて来たものと思う。現在の状況はど 

のような状況かを問う。改善すべきことがあればどの 

ような点か。 

  

（２）教員の増員と勤務時間は連動している。粕屋町の小 

中学校の教員は充足されているのか。 

  

（３）教員数と「学力・いじめ問題」について相関関係が 

あると言われている。あるとすれば、粕屋町の小中学 

校においての「いじめ」の発生件数と対策に関して問 

う。 

 

（４）現在、「子どもの自殺」が大きな問題になってい 

る。学校の教科の中で、「命の尊厳」についてはどの 

ように取り上げられているか。 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 



質問順 ＮＯ．７  質問者１３番  宮 﨑 広 子 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

安心かつ快適に学習で 

きる環境づくり 

 

 

 

 

不登校児童生徒の安心できる居場所づくりについて 

 

（１）不登校児童生徒の実態について問う。 

・町では校内支援センターを設置しているが、利用し 

ている児童生徒が通常学級に復帰するなど効果は出て 

いるか。 

 

（２）通学してきている児童生徒に対して不登校を減らす魅 

力ある学校づくりについて、どのように実践している 

か。 

 ・子どもたちが行きたくなる魅力ある学校づくりは。 

・ICTの活用は。 

・不登校を減らした先進校への研修は、行われている 

か。 

・多忙になる時期の教師のメンタルを緩和するための 

支援は。 

 

（３）教育相談室「ぽると」の実態及び教育環境について問 

う。 

・令和５年12月定例会での一般質問で尋ねたが、その 

後の利用者数の増減は。増加している場合は、スペー 

スに問題はないか。 

・「ぽると」への通所、「ぽると」から各学校への移 

動にふれあいバスが利用されていたが、今後どのよう 

に支援していくのか。 

 

（４）授業のオンライン配信に加え、オンデマンド配信をし 

ている自治体があるが、町に取り入れる考えは。 

 

（５）令和５年の質問でメタバースを設置しアバターで参加 

する取組が県でも始まっているので、不登校でも活用で 

きないかアンテナを張っていくという答弁だった。その 

後どうなっているか。 

 

（６）不登校の児童生徒の評価について問う。 

令和６年８月に「不登校児童生徒が欠席中に行った学 

習の成果に係る成績評価について（通知）」が出てい 

る。どのような評価が行われているのか。 

 

（７）令和６年12月に他の議員が「第２こども館の設置計 

画」の一般質問を行った時の答弁では「継続して検討し 

ていく」との事であったが、検討結果はどうだったの 

か。また、他自治体に「学びの多様化学校」ができてい 

るが、粕屋町の設置の考えは。 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．８  質問者 ７番  案 浦 兼 敏  
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

第６次総合計画につい 

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度予算編成方 

針について 

 

 

 

 

 

 

 

第６次総合計画について、町長の考えを問う。 

 

（１）人口（特に子育て世帯）の転出超過についての原因分 

析とその対策をどう講じるのか。 

 

（２）共創のまちづくりを進めるため、町民が地域活動、ま 

ちづくり活動、福祉・教育ボランティア活動に積極的に 

参加するための共通の基盤づくりが必要ではないか。 

 

（３）今回の町民参加の計画づくりを基に、その手続きなど 

を定めた「総合計画の策定と運用に関する条例」を制定 

する考えはないか。 

 

 

 

 

令和８年度予算編成方針について、町長の考えを問う。 

 

（１）予算編成の基本方針において、歳出予算について、 

「既存事業の必要性を検証したうえで、事業の廃止を検 

討するなど」とあるが、廃止・縮小された事業は、過去 

５年間でどの程度あるのか。 

行政評価の積極的な活用による事業の見直しを行うと 

のことだが、成果はどれくらい出ているか。 

 

（２）歳入予算について、まず「企業版ふるさと納税の積極 

  的な活用」が挙げられているが、町長は、どのような取 

  組が必要と考えているのか。 

 

（３）商工会との意見交換会で、「町内で創業したい者は多 

  いが、スペースが確保できないことから町外に転出して 

  いる」との話があった。また、テレワークする場所が欲 

  しいとの要望も聞く。企業版ふるさと納税を活用し、 

  シェアオフィス、コワーキングスペースなどを整備して 

はどうか。 

 

（４）ネーミングライツ、広告収入などの「新たな自主財源 

  の確保」が挙げられている。 

ネーミングライツについては、以前質問したが、町は 

消極的な姿勢であった。しかしネーミングライツの募集 

により、企業に対する町の知名度も上がると思う。 

まず、かすやドーム、サンレイクかすやで実施しては 

  どうかと思うが、町長の考えは。 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．９  質問者１０番  田 川 正 治 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

生活保護の大幅引き下 

げに伴う町の支援施策 

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイナ保険証の交付や 

利用、医療機関での医 

療費の支払いについて 

 

 

 

 

 

 

 

外国人共生社会の実現 

のための福祉制度につ 

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013年から2015年まで、生活保護基準のうち生活費の部 

分に当たる生活扶助基準が平均6.5％、最大10％引き下げ 

られ、原告が「大幅引き下げは違法」と訴えた裁判は、 

2025年６月27日、最高裁が国の生活保護基準の大幅な引下 

げは違法と判決を下しました。 

2013年からの生活保護基準の引き下げによって、生活保 

護を利用する人だけでなく、連動する47の諸制度に影響し 

ていると厚労省は示し、「生活水準の低下を招かないよう 

に」と通知を出しました。 

                                

（１）町は引下げにより影響を受ける諸制度の見直しで、 

従来と変わらない同様の支援制度を拡充することを検 

討されましたか。就学援助費の支給基準、国民健康保 

険税の減免、介護保険料・利用料の減免、町営住宅の 

家賃、地方税の非課税限度額など。 

 

（２）生活保護利用者が経費節減のため、夏冬のエアコン 

使用を減らして体調を壊す原因になっている。町独自 

の支援の考えは。 

 

 

 

 

（１）粕屋町のマイナ保険証の交付数・率や、医療機関で 

の利用者数・率の現状と制度運用の課題は。 

 

（２）保険証の新規発行停止に伴い、滞納世帯に発行して 

いた短期証や資格証明書が廃止されたことに伴い、廃 

止後の対応等について問う。 

 

 

 

 

（１）役場窓口での、外国人の生活保護申請の年間平均受 

付数、生活保護受給者数と世帯数・率、窓口対応は。 

 

（２）外国人の国民健康保険加入者への、マイナ保険証制 

度の周知徹底、資格確認書の交付数、加入者、世帯 

数・率、窓口対応は。 

 

（３）外国人の小中学校での就学援助の受給者数・率、窓 

口対応は。 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 



質問順 ＮＯ.１０  質問者１４番  山 𦚰 秀 隆  
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

物価高騰対応重点支援 

地方創生臨時交付金に 

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者福祉と就労につ 

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今臨時国会で、物価高で苦しむ家計の負担を軽減する自治 

体独自の物価高対策の財源となる物価高騰対応重点支援地方 

創生臨時交付金（重点支援地方交付金）が拡充されました。 

事務コストがかからず即効性のある水道基本料金や食料品 

への支援が可能となる推奨メニューの提案が国会でなされま 

した。 

 

（１）今年度中に実施できるように町としてどのようなプロ 

セスを踏んでいるのか聞きます。 

 

（２）令和７年度の実施計画では非課税世帯に対して給付金 

で支援するとしました。 

物価高のあおりを受けているのは町民全ての方が実感 

しているところであり、全ての町民に支援が必要と考え 

ます。スピード感をもって支援が行き届く実施計画があ 

れば聞きます。 

 

 

 

 

団塊の世代が75歳以上となり、粕屋町においても人口動態 

調査などにより高齢者の増加が今後著しくなると言われてい 

ます。医療や介護など高齢者福祉計画には、事細かく記され 

ていますが、働きたくても働く場所がないなど高齢者の働く 

意欲に応えきれていない問題があります。 

 

（１） 高齢者に対する就労意欲アンケート調査などはある 

か。 

 

（２）高齢者で働いている方は、どれほどいるのか。 

 

（３）単身、夫婦、同居世帯など生活環境は様々です。 

年収から見えてくることは。 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 


